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杉村楚人冠記念館で南方熊楠生誕 150年記念展示『「知の巨人」熊楠と新聞人楚人冠』を開催 

期間 ： 平成 29年 10月 7日（土）～平成 30年 1月 8日（月・祝） 

  ※月曜日（10月 9日と 1月 8日除く）、10月 10日、12月 29日～1月 3日休館 

時間 ： 9時～16時 30分（入館 16時まで） 

入館料 ： 一般 300円／高校・大学生 200円 中学生以下無料（特別料金なし） 

初公開の書簡を含む、南方熊楠の書簡を展示。 

 

 

 今年は「知の巨人」と称される博物学者南方熊楠の生誕 150 年の年にあたります。明治末期、科

学誌『ネイチャー』の寄稿家として活躍し、欧米の学術界では名を知られながら、日本では無名で

あった熊楠を、『大阪朝日新聞』の記事で初めて全国に紹介したのが、杉村楚人冠です。その背景

には、二人が同郷の友人で、若い時には文通を交わしていた関係であったことがありました。そし

て、その二人の関係は、熊楠の主要な業績の一つとして知られる、神社合祀反対運動でも役立てら

れることになります。 

 本展示では、南方熊楠と杉村楚人冠のこのような関係にちなみ、初公開の南方熊楠書簡 1 点を含

む杉村楚人冠記念館資料に、南方熊楠顕彰館所蔵の南方熊楠宛杉村楚人冠書簡を交え、二人の関係

から熊楠の生涯を紹介します。平凡社版『南方熊楠全集』に掲載の南方熊楠書簡も、展示は初めて

となり、書簡に熊楠が添えた墨書きのイラストなども、原本でご覧いただくことができます。 

 

 

【問い合わせ】 

我孫子市生涯学習部文化・スポーツ課 

 杉村楚人冠記念館 担当 髙木 

☎ 

０４－７１８７－１１３１（内６１－８０２） 

 

平成 29年 9月 27日 

定例記者会見資料 

南方熊楠生誕 150年を記念する展示を開催 

Abiko city 


